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お買い上げいただをありがとラごさ"いまず。 

A ' -雖化 I 電気製品はま全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故 

己 C I になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り掘いかたをお 
しています。この取扱説明書をよくお読みのラえ、製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 
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么警告まをのために 
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ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちびった使 
いかたをすると、火がや感電などにより人身事 
故になることびあり危険です。事故を防ぐため 
に次のことを必ずお守り<ださい。 


ま全のためのを意事項を守る 


この r 安全のた创こ」のミ主意事項をお読みくださ 
い。製品全般のを意事項が記載されています。 


定期的に点検する 


1年に一度は、故障したまま使用していないか、 
などを点、検して < ださい。 


故障した S 使わない 


動作びおかしくなったり、破損しているのに気 
づいたら、すぐにソニーの巧談窓□またはお買 
い上げ店、またはソニーのサービス窓□に修理 
をご依頼ください。 


万一、異常び起きた5 


〇電源コンセント 
から電源プラグ 
を巧く。 

〇お買い上げ店ま 
たはソニーの 
サービス 窓□に 
修理を依頼する。 

巧をかけたり、毛足の長いじゅラたんや巧団 
の上または壁や家具に密接して置いて、通風 
孔を&さぐなど、自然放熱の妨げになるよラ 
なことはしないでください。過熱して火がや 
感電の原因となることびあ0ます。 

機器は電源コンセントの近くでお使いくだ 
さい。異常な音やにおい、煙がでたとさはす 
ぐに電源コンセントから電源プラグを抜さ、 
電源を遮断して < ださい。 


• 変な音、 
においび 
したら 

• 煙び出たら 
-液漏れした 
ら 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品で 
は、次のよつな表 7 K をし 
ています。表示の内容を 
よく理解してから本文を 
お読みください。 

この表示のを意事項を守 
らないと、火が-感電な 
どにより死 t や大けびな 
ど人身事故の原因となり 
ます。 

ミ主意 I 

この表示のミ主意事項を守 
らないと、感電やその他の 
事故によりけがをしたり 
周辺の家財に損害を与え 
たりすることびあります。 

注意を促ず記号 

A A A 

を意 义が 感電 

行為を禁止ずる記号 

0 ® d) 

禁止巧解ち止めれ手禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 

指示 
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* y . 下記のま意を守 6 ないと 

^ A 义災-感電により 巧亡ゃ大けび 

燃感電 の原因となりまず。 


内部に水や異物を入れない。 

水や異物び入ると火災や感電の原因になりまず。 
万一、水や異物び入ったときは、接続している機器 
から D に ITAL MEDIA PORT ケーブルを抜き、お買 
い上げ店またはソニーのサービス窓□にご相談く 
ださい。 

内部をむやみに開けない。 

本体はむやみに開けたり改造したりすると火がや 
感電の原因となります。 

めれた手でさわ6ない。 

感電の原因となることびあります。 


0 

禁止 


分解禁止 

(§) 

めれ手禁止 


本巧を巧団などでおおったが態で使わない。 

熱びこちってケースび変形したり、火災の原因と 
なることびあります。 


0 

禁止 


湿気やほこ日、油煙、湯気のをい場所ではほ 
わない。 

上記のよラな場所で使ラと、火がや感電の原因と 
なじます。 


0 


端子を金属で シヨー トさせない。 

乂災や感電の原因となります。 


0 

禁止 
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を意 


下記のを意を守5ないとけ■が!をしたり周巧の 
家な に損害を与えたりずることびありまず。 


指定なかの機器にほわない。 

火がやけびの原因となることびあります。 

安定した場所に置く。 

ぐ日ついた台の上や傾いたところなどに置くと、 
製品び落ちてけびの原因となることびありまず。 


0 

禁止 


0 

禁止 


コード類は正し < 配置ずる。 

コード類は足に引っかけたりして引っぱると製 
品の落下や転倒などによりけびの原因となるこ 
とびあるため、十分注意して接続-配置してくだ 
さい。 


本機を航空機巧で巧わない。 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因と 
なるおそれびあ0ます。 


0 

禁止 


本機を医療機器の巧<で使わない。 

電波びに\臓ペースメーカーや医療巧電気機器に 
影響をちえるおそれびあります。満員電車など 
の混雑した場所や医療機関の屋内では使わない 
で < ださい。 


0 

禁止 


本機をむ臓ぺースメーカーの装着部位か6 
22 cm な上離ず。 

電波によりペースメーカーの動作に該響を与え 
るおそれびあ0まず。 


A 

注意 









を意 


下記のミ主意を守6ないとけ■が!をしたり周辺の 
家な に損害を与えたりずることびありまず。 


本機を自動ドア、义巧巧知おなどの自動制御 
機器の巧くではほわない。 

電波び霞響を及ぼし、誤動作による事故の原因と 
なるおそれびあります。 


0 

禁止 


本機は、固巧専用です。 

海外では国によって電波使巧制限びあるため、本 
機を使用した場合、罰せられることびあります。 


〇 

指巧 
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Bluetooth 機おについて 


機器認定について 

本機は、電波法に基づくル電カデータ通信システムの無線設備として、認罰 
を受けています。従って、本機を使用するとをに無線局の免許は必要あり 
ません。 

ただし、じ(下のき項を行ラと法律に罰せられることびあります。 

-本機を分解/改造すること 
-本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと 

周波数について 


本機は 2.4 GHz 帯の2.4000 GHz から2.4835 GHz まで使用できますび、他 
の無線機器を同じ周波数を使っていることびあります。他の無線機器との 
電波干渉を防止するため、下記事項にま意してご使巧ください。 


本機のほ巧上のミモ意事頃 

本機の使巧周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯では電子レンジ等 
の産業-科学-医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン 
等で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない 
特定のル電力無線局、アマチュア無線局等似下「他の無線局」と略す)び 
運用されています。 

1. 本機を使用する前に、近くで「他の無線局」び運用されていないことを 
確認して < ださい。 

2. 万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉び発生した場合には、速 
やかに本機の使巧堤所を蜜えるか、または機器の運巧を停止情波の 
発射を停止）して<ださい。 

3. 不明な点その他お困りのことび起をたとさは、ソニーの相談窓□まで 
お問い合わせください。ソニーの相談窓□については、本取振説日月書 
をご覧ください。 

この無線機器は 2.4 GHz 帯を使用します。蜜調方式 
として FH - SS 変調方式を採用し、与干渉距離は10 m 
です。 


2.4FH1 

[ r I 


Bluel : 00 th とその□コマークは、 Bluel : 00 th S に, INC . の商標で、ソニーはラ 
イセンスに基づ去使巧しています。その他、本書に記載されているシステ 
ム名、製品名は、一般に各開発 一力一の登録商標あるいは商標です。 7 









こんなことがでをます 

本磯は、 Bluetooth 無線技術を利用したワイヤレスオーディオアダプ 
ターです。 

.Bluetoo か対応オーディオ再生機器(携帯電話、デジタル S ユージッ 
クプレーヤー、 Bluetooth トランスミッターを接続したデジタル 
S ユージックプレーヤーなど)* 1 の音楽をワイヤレスで楽しむこと 
がでさます。 

.Bluetoo か对応オーディオ再を機器の基本的な U モコン操作が（再 
生-停止など)びでさます。 

-周囲の電波の影響による音切れび発生しにくい Bluetooth 標準規格 
Ver.2.0 + EDR 採用 

.DIGITAL MEDIA PORT 端子 (DMPORT 端テ)搭載の AV 機器にワン 
タッチで接続でをまず。 

□ 

i ► ► 

Bluetooth 
オーディオ 
再生機器 



*1 接続する Bluetooth 才ーデイオ再生機器び、 A2DP(Advanced Audio 
Distribution Profile) に対応している必要びあります。 

接続する Bluetooth 才ーデイオ再生機器び、 AVRCP{Audio/Video 
Remote Control Profile) に巧応している必要びあります。 


ごを意 

Blue 阳〇ホオーデイオ再生機器の操作につい口ま、お使いの機器に付属の 
取扱説明書をご覧ください。 
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操作の流れ 

ここでは、音楽再生機能に対応した Bluetooth 携帯電話か5送信する 
音楽を本職で受信し、本磯に接続した AV 磯器で聞く場をを例として説 
明します。 


I •ペア IJ ングずる 

目 luetoo か携帯電話と本機を接続相手として登録します。 





Bluetooth ペアリング 
携帯電話 


本機 AV 機器 

詳しくは12ぺージをご覧くださし、。 


2. Bluetooth 接続する 

目 luetooth 携帯電話を操作して、目 luetooth 接続しまず。 

接続 

己 

扇 

1 目 i 


3•音楽を聞< 

目 luetooth 携帯電話で再生した音楽を、本職とつないだ AV 機器 
で楽しめます。音楽の再生、一時停止などを AV 磯器のボタンや 
U モコンを使って操作でさます。 




詳しくは15ページをご覧ください。 
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準おずる 


本付:と付属品を®かめる 

• Bluetooth ワイヤレスオーディオアダプター （1) 
-取扳説明書り） 

-保証書 （1) 

• ソニーご相談窓□のご案内り） 


さ部の名前 
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己] 0 PR ボタン(12、16ぺージ） 

回 DIGITAL MEDIA PORT ケーブルり1ぺージ) 
回 RESET ボタン (23 ぺージ） 

团适信が態表示ランプ 


状態 

ランプ 

待機中 

2秒間点灯したあと消灯 

ペア U ングモード 

非常に速く点滅* 

接続可能 

ゆっくり点滅* 

接続中 

点口 

切断処理中 

速 < 点滅 X 


接続した AV 機器のフアンクシヨンび DMP0RTU (が•になっているときは 
消なします。 



















AV 機おに接続する 


DIGITAL MEDIA 
PORT 端子へ 



AV 機器 


I A マークの位置を合わせて差し込み 
まず。がすとをは、プラグの両端の 
ボタンを押しながち引き抜いてく 
ださい。 


1 AV 機器の電源を切り、本機の D に ITAL MEDIA PORT ケー 
ブルを AV 機器の D に ITAL MEDIA PORT 端子 （DMPORT 

端子)に接続する。 

2 接続した AV 機器の電源を入れ、フアンクシヨンを 
DMPORT に切り替える。 

本機のランプび2秒間点灯し、待機状態になります。 

DIGITAL MEDIA PORT 機能の選択について詳しくは、お使いの AV 
機器の取扱説明書をご覧ください。 


11 



ペアリングずる 


ペアリングとは 


Bluetoo ホ磯器では、あらかじめ、接続しようとする機器を登録してお 
く必要びあります。この登録のことをペア U ングといいます。 



下の場をは再度ペアリングび必要です。 

. 修理を巧ったなど、ペア U ング情報び消去されてしまったとさ。 

. 9台切上の機器をペア U ングしたとき。 

本機は Bluetooth オーディオ再生機器を合計8台までペアI」ングす 
ることびでさます。8台分をペア U ングしたあと新たな磯器をペア 
1」ングすると、8台のなかで最後に接続した日時び最も古い機器の 
ペア U ング情報び、新たな機器の情報で上書さされまず。 

. 本機を初期化したとさ。 

すべてのペア U ング情報び消去されます。 （23 ページをご覧くださ 
し、） 

操作をはじめる前に、接続した AV 機器のフアンクシヨンび DMPORT 
になっていることをご確認くださし、。 

1 OPR ボタンを3秒似上押し続ける。 



本磯のランプび速く点滅し始めた5ボタンを離してください。本 
機びペア U ングモードになります。 
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ご注意 

本機のペア U ングモードは、約5分で自動的に觸除されます。手順び完 
了する前にペア U ングモードび解除されてしまった場合や OPR ボタン 
を巧してペアリングを途中で止めた場合は、ちラー度手順1から操作を 
行って < ださい。 

2 封 uetooth オーディオ再生機器でペアリング操作を行い、 
本機を検索する。 

検出した磯器の一覧び Bluetoo かオーディオ再生機器の画面に表 
おされます。本機は [TDM- BT10」 と表示されます。 
riDM-BTIOJ と画面に表おされない場をは、ちラー度手順1か 5 
操作を行ってください。 

ごミ主意 

• ペアリングするときは、両方の Blueto 饥 h 機器を、] m 切内に置い 
て < ださい。 

-機器によっては検出した機器の一覧を表示できない場合びありま 
す。 

- Blue 阳〇ホオーディオ再生機器の操作については、お使いの機器に 
付属の取掘説明書をご覽ください。 

3 封 uetooth 才ーディオ再生機器の画面に表示されている 
ITDM - BTIO 」 を選択し、ミ夫定する。 

4 封 uetooth オーディオ再生機器の画面でパスキー*の入 
力を要巧された5 r 0000」を入力する。 


ペア U ングび完了すると、ランプびゆっくり点滅し、ペア U ング情 
報び本機に記録されます。 

* パスキーは、パスコード、 PIN コード、 PIN ナンバー、パスワードな 
どと呼ばれる場合びあ0ます。 



5 接続相手の Bluetooth オーディオ再生機器か目 
Bluetooth 接続してみる。 

お使いの機器によっては、ペア U ングび完了すると自動的に 
Bluetooth 接続を開始する場をびありまず。 

ごを意 

Bluetooth 接続び売了する前に本機または Bluetooth オーディオ再生 
機器の電源を切った場合、ペア U ング情報び記録されず、ペア U ングび 
売了しません。 

巧出した機おの一覧を表示できない Bluetooth 才ーディオ再を 
おおや画面びない傑器とペアリングずると去は 

本機と Bluetooth オーディオ再生機器の両方をペア U ングモードにするこ 
とでペア U ングできる場合びあります。詳しくは、お使いの Blu が ooth 才一 
ディ オ再生機器に付属の取扱説明書を ご覧ください。 

ペア y ングび完了しないとをは 

ちラー度手順1から行って < ださい。 

多ヒント 

複数の Bluetooth 才ーディオ再生機器とペア U ングするには、ペア U ング 
したい機器ごとに手順 1 〜 5 を繰り返してください。 

ごを意 

本機のパスキーは「0000」に固定されています。パスキーび「0000」でない 
Blue 阳〇ホオーデイオ再生機器とペア U ングすることはでをません。 
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巧 3 


音楽を聞< 

本機は SCMST 方式のコンテンツ保護に対麻しています。 SCMS - T 方 
式対応の携帯電話やワンセク TV などの音楽(または音声)を、本機で聞 
<ことびでさます。 

操作をはじめる前に、政下の点をご確認ください。 

-目 luetooth 才ーディオ再生機器の Bluetooth 機能び有効になってい 
る。 

一本機と Bluetooth オーディオ再生磯器のペア U ングび完了してい 
る。 

一 Bluetoo かオーディオ再生機器び音楽送信機能に対応している（プ 
□ファイル： A 2 DP *)。 

* プ□ファイルについて詳しくは、20ページをご覧ください。 

-接続した AV 機器のファンクションび DMP 0 RT になっている。 

1 本機のランプがゆっくり点滅していることを確認する。 
ごを意 

ランプび消なしている焉合は、 0 PR ボタンを巧すか、ペア U ングをや 
り直して < ださい。 

2 Bluetooth 才ーディオ再生機器か目本機へ 、 Bluetooth 
接続を開始ずる。 


Bluetooth オーディオ再生機器の操作については、お使いの機器 
に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 

3 封 uetooth オーディオ再生機器で音楽の再生を始める。 
ごを意 

Bluetooth 接続び成功すると、本機のランプび点口します。 
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ほい終わるには 

切下の手順のいずれかで Bluetooth 接続を切断してください。 

- Bluetooth オーディオ再生機器を操作して接続を切断する。詳し<は、 
機器に付属の取扱説明書をご覧ください。 

- Blue 记〇化オーディオ再生機器、または AV 機器の電源を切る。 

一 OPR ボタンを押す。切断び完了するとランプはゆっくり点滅します。 

ごを意 

し乂下の場合、ちラー度 Bluetooth 接続をする必要びあります。 

- Bluetooth 接続び切断されている。 

- Bluetooth 才ーディオ再生機器の電源び切れている、または Bluetoo ホ 
機能び無効になっている。 

一 Bluetooth 才ーディオ再生機器の Bluetooth 機能びス IJ- プ状態になっ 
ている。 

- Bluetooth 接続に失敗している。 


Bluetooth 傑能を無効にずるには 

Bluetoo ホオーディオ再生機器との Bluetooth 接続を切断してち、本機は電 
波を送信し続けます。 ■UTF の手順で本機からの電波の迸言を売全に停止し、 
Bluetooth 機能を無効にすることびできます。 

-ランプ点な時 (Blue 阳〇ホ接続中） 

OPR ボタンを押して Bluetooth 才ーディオ再生機器との Bluetooth 接続 
を切断する（ランプは点滅します)。もラー度 OPR ボタンを押して本機か 
らの電波のを信を停止する（ランプは消なします)。 

-ランプ点滅時 (Blue 扣〇ホ接続可能状態） 

OPR ボタンを押して本機からの電波のを信を停止する（ランプは消巧し 
ます)。 
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Bluetooth 才ーディオ再生機器を操作する 
- AVRCP 

Bluetooth オーディオ再生機器び機器操作機能(対応プ□ファイル： 
AVRCP) に対応している場合は、 AV 機器のボタンか」モコンで、 
Bluetooth オーディオ再生機器の操作びでさます。 

ごミ主意 

Bluetooth オーディオ再生機器の対応機能については、お使いの機器に付 
属の取扱説明書をご確認ください。 


ボタン 


操作 

► 再生 

II/H 


一時停止/停止 


H 短押し 

曲戻し/巧送り 

1 

H 長巧し 

早戻し/早送0 



早戻し/早送0 


Bluetooth オーディオ再生機器によっては、操作び異なる場合びあります。 
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その他 


ほ用上のごミち意 


Bluetooth 通信につい 
て 

• Bluetooth 無線技術ではおよそ 
10 m 程度までの距離で通信で 
をまずび、障害物(人体、金属、壁 
など)や電波状態によって通1言 
有効範囲は変動します。 


Bluetooth オーディオ再生機器 



〇最適感度 
制限感度 


• Bluetooth 通信は U (下の状況に 
おいて、通信感度に該響を及ぼ 
すことびお0ます。 

一 本機と Bluetooth オーディ 
才再生機器の間に人体や金 
属、壁などの障害物びある場 

ム 

—無線 LAN び構築されている 
場所や、電デレンジを使用中 
の周辺、その他電磁波び発生 
している場所など 
-金属製の机に本機の側面を 
横にして設置している場合 


-目 lue 阳 0th 機器と無線 LAN 
(IEEE 802.11 b/g) は同一周波数 
帯 (2.4 GHz) を使巧するため、 
無線 LAN を搭載した機器の近辺 
で使用すると、電波干渉び発生 
し、通信速度の低下、雑音や接続 
不能の原因になる場合びありま 
す。この場合、なの巧策を行っ 
て < ださい。 

-本機と携帯電話を接続する 
ときは、無線 LAN から lOm 
じ(上離れたところで巧ラ。 

-1日 mUi 巧で使用する場合 
は、無線 LAN の電源を切る。 
-本機と Bluetooth オーディ 
才再生機器をでさるだけ近 
付ける。 

-目 lue 阳 0th 機器び発生する電波 
は、電子医療機器などの動作に 
該響を与える可能性びありま 
す。場合によってはま故を発生 
させる原因になりますので、次 
の場所では本機および携帯電話 
の電源を切って < ださい。 

-病院内/電車内/航空機内 
/ガソ1」ンスタンドなど引 
火性ガスの発生する場所 
-自動ドアや火災報知機の近 
< 

-本機の Blu 巧 ooth 接続の切断の 
しかたについて詳しくは、 
「Bluetooth 機能を無効にする 
には」 （1 6ページ)をご覧くださ 
い。 
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-本機は、 Bluetooth 技術を使巧 
した通信時のセキュ IJ ティとし 
て、 Blu 到00 th 標準規格に準拠 
したセキュ U ティ機能に対応し 
ていますび、設定の容などに 
よってセキュ U ティび巧分でな 
い場合びあります。 Bluet: 00 th 
技術を使巧した通信を巧ラ隙は 
ご注意 < ださい。 

• Bluetooth 巧術を使用した通信 
時に情報の漏巧び発生しまして 
も、弊社としては一切の責任を 
負いかねまずので、おらかじめ 
ご了承 < ださい。 

-本機はすべての Bluetooth 機能 
対応機器とのワイヤレス接続を 
保証するをのではありません。 

-接続する Bluetoo ホ機能巧 
応機器は、 Blueto 如 hS にの 
定める Bluetooth 標準規格 
に適合し、認罰を取得してい 
る必要びあります。 

-接続する機器び上記 
Bluetooth 標準規格に適合 
していても、機器の特性や仕 
様によっては、接続でをな 
し、操作方法や表示-動作び 
異なるなどの現象び発生す 
る場合びあります。 

-接続する機器によっては、通信 
びでさるよラになるまで時間び 
かかることびあ0ます。 

取日扱いについて 

-本機を落としたりぶつけたりな 
ど強いショックを与えないで< 
ださい。故障の原因となります。 


-本機を分解したり、開けたりし 
ないで < ださい。 

設置について 

次のよラな場所には置かないで< 
ださい。 

-直射日光びあたる場所や暖房器 
具の近くなど温度び非常に高い 
所 

一 ほこりのをい所 
一 ぐらついた台の上や傾いた所 
-振動のをい所 
-風呂場など、湿気のをい所 
-車巧など直射曰光の当たる場所 

携帯電話と使用する場 
合のごミ主意 

-本機と携帯電話を Bluetoo ホ接 
続しても、通話に使用ずること 
はでさません。 

-携帯電話から本機へ音楽を送信 
しているとさに、着信びあった 
場合の携帯電話の動作につい 
て、詳し < はお使いの携帯電話 
の取扱説明書をご覧ください。 

その他のごミ主意 

他に疑問点や問題点びある場合 
は、もう一度この取扱説明書をよ 
<読んでから、ソニーの相談窓 □ 
またはお買い上げ店にご相談くだ 
さい。 
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Bluetooth 巧術 
にごいて 

Bluetoo ホ無線技術は、携帯電 
話やデジタル S ユージックプ 
レーヤーなどのデジタル機器同 
±で通信を巧ラための近距離無 
線技術です。およそ1日 m 程度 
までの距離で通信を巧ラことび 
でさまず。必要に応じて2つの 
機器をつなげて使ラのび一般的 
な使い方ですび、1つの機器に 
同時に複数の機器をつなげて使 
ラ > ことちあ0ます。 

無線技術によって USB のように 
機器同±をケーブルでつなぐ必 
要はなく、また、ホが線ほ術のよ 
ラに機器同±を向かいをわせた 
りする必要ちありません。例え 
ば片方の機器をかばんやポケッ 
卜に入れて使ラことちでさま 
す。 

Bluetoo ホ規格は世界中の数千 
社の尝社び賛同している世界標 
準規格であり、世界中のさまざ 
まな;>< 一力一の製品で採用され 
ています。 

* 本機では一度に複数の機器を接 
続することびでをません。 


Bluetooth 機能の巧応 
パージョンとプ□ファ 
ィル 

プ□ファイルとは 、 Bluetooth 
製品の特性ごとに機能を標準化 
したものです。本機は下記の 
Bluetooths (ージョンとプ □ 
ファイルに対応しています。 

対応 Bluetooth バージョン： 

Bluet : 00 th 標準規格 Ver . 2.0 + 
EDR 準拠 

対応 Bluet 日日ホプ□ファイル： 
- A 2 DP (Advanced Audio 
Distribution Profile ) 

-AVRCP ( Audio/Video 
Remote Control Profile ) 
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巧障かな？とおつ 
た6 

修理にお出しになる前に、ちラ 

一度点検してください。それで 

も正確に動作しないときは、お 

買い上げ店またはソニーサービ 

ス窓□、ソニーの相談窓□にお 

問い合わせください。 

音び出ない 

一本機と AV 機器び正しく接続さ 
れているか確認する。 

-► 本機を接続している AV 機器と 
Bluetooth オーディオ再生機 
器の電源び入っているか確認 
する。 

一本機と Bluetooth オーディオ 
再生機器の距離び離れすぎて 
いないか、無線 LAN や他の同一 
周波数帯 (2.4 GHz ) を使用す 
る無線機器や電子レンジなど 
の影響を受けていないか確認 
する。 

一本機と Bluetooth オーディオ 
再生機器び正しく Bluetoo ホ 
接続されているかどラか確認 
する。 

一 AV 機器の音量びかさすぎない 
か確認する。 

一 Bluetooth オーディオ再生機 
器の音量を音びひずまない節 
囲ででをる限り大きくする。 
音量の調節については、 
Bluetooth オーディオ再生機 


器に付属の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

本機と Bluetooth オーディオ 
再生機器を再度ペア U ングす 
る。 

^ Bluetooth オーディオ再生機 
器側で音楽び再生されている 
か確認する。 

音びかさい 

-► Bluetooth オーディオ再生機 
器の音量を音びひずまない範 
囲ででさる限り大をくする。 
音量の調節については、 
Bluetooth オーディオ再生機 
器に付属の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

-► AV 機器の音量を上げる。 

音びひずむ 

^ Blu 到 ooth オーディオ再生機 
器のパスブースト機能やイコ 
ライヴー機能は無効にしてく 
ださい。 

-► Bluetooth オーディオ再生磯 
器の音量を音びひずまな < な 
るまで下げる。 

詳しくは、 Bluetooth オーディ 
才再生機器に付属の取扱説明 
書をご覧ください。 





音が途切れた日、通信距 
離び短い 

-► 無線 LAN や他の Bluetoo ホ機 
器、電モレンジを使巧している 
場所など、電磁波を発生する機 
器びある場合は、その機器から 
離れてご使巧 < ださい。 

-► 本機と Bluet 00 th 才ーディオ 
再生機器との間に障害物びあ 
る場合は、障害物を避けるか取 
0除いて < ださい。 

-► 本機と Bluet: 00 th 才ーディオ 
再生機器をでさるだけ近付け 
る。 

-► 本機の位置を変える。 

-► 接続巧手の Bluet 日〇ホオー 
ディオ再生機器の位置を変え 
る。 

ペアリングでをない 

-► 本機と Bluet 00 th 才ーディオ 
再生機器をでさるだけ近付け 
る。 

-► Bluetooth オーデイオ再生機 
器のノ くスキーび「0000」か確認 
する。 

-► 使用していない Bluetooth 機 
器の Blu が ooth 機能を無効に 
する。 


Bluetooth 才ーデイオ 
再生機器から本機へ接 
続でをない 

一使巧していない Bluetooth 機 
器の Bluet 日〇か機能を無効に 
する。 

映像よ日音び遅れる 

-►テレビや DVD を見ている場 
合、音声び映儘より遅れて聞こ 
える場合びあ0ます。 
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本機を初期化する 

本機を工場出荷時の設定に戻 
し、すべてのペア U ング情報を 
削除します。 

1 本機と Bluetooth 才一 
ディオ再生機器が 
Bluetooth 接続されて 
いる場をは、 OPR ボタ 
ンを巧して接続を切る。 

2 クリップなどの細い棒 
で、 RESET ボタンを巧 
す。 

ランプび2回点滅し、本機が 
工場出荷設定に戻0ます。 
すべてのペア U ング情報び 
削除されまず。 
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熙雪ミァ フタ- 


巧証書 

-この製品には保証書び添付され 
ていますので、お買い上げの際 
お受け取りください。 

-所定事項の記入および記載内容 
をお確かめのラえ、大切に保存 
してください。 

-保証期間は、お買い上げ曰より1 
年間です。 

アフターサービス 

調子び悪いときはまずチエツ 
クを 

この説明書をちラー度ご覽になつ 
てお調べください。 

それでを具台の悪いとまは 

お買い上げ店または添付の r ソ 
ニーご柜談窓□のご案内」にある 
お近くのソニーサービス窓□にご 
相談ください。 


巧証期間経過をの修埋は 

修理によって機能び維持でをる場 
合は、ご要望により有料修理させ 
ていただをます。 

部品の保有期間について 

当社では Bluetooth ワイヤレス 
オーディオアダプターの補修巧性 
能部品(製品の機能を維持するた 
めに必要な部品)を、製造打ち切り 
後6年間保有しています。この部 
品な有期間を修理巧能期間とさせ 
ていただをます。保有期間び経過 
したあとも、故障箇所によっては 
修理巧能の場合びありますので、 
お買い上げ店または ソニーサービ 
ス窓□にご相談ください。 


巧証巧間中の修理は 

保証書の記載内容に基づ’いて修理 
させていたださます。詳し<はな 
証書をご覧ください。 
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をな仕様 


概要 

通信方式 

Bluetooth 標準規格 Ver. 2.0 + 
EDR (Enhanced Data Rate) 

出力 

Bluetooth 標準規格 Power Class 
2 

最大通信距離 

見通し距離約 10m>i 

ほ用周液巧帯域 

2.4 GHz TO 

(2.4000 GHz- 2.4835 GHz) 

巧調方式 

FHSS 

対応 Bluetooth プ□ファイル *2 

A2DP (Advanced Audio 
Distribution Profile; 

AVRCP (Audio/Video Remote 
Control Profile) 

巧応コーデックが 

SBC*4、MP3 

対応コンテジジ保護方式 

SCMS-T 

ほ送帯谢 A2DP) 

20-20,000 Hz (44.1 kHz サンプ 
IJ ング時） 

DIGITAL MEDIA PORT コネク 
夕— 

18ピン 

DIGITAL MEDIA PORT ケーブ 
ル長 

約1 m 


電源 

DC 5 V、 0.1 A (DIGITAL MEDIA 
PORT から供給） 

最大巧お寸法 

約44 X 16 mm (直径/高さ） 

質量 

約 55g (ケープル含む） 

通信距離は目安です。周囲環境 
により通信距離び変わる場合び 
あります。 

*2 Bluetooth プ□ファイルとは、 
Bluetooth 製品の特性ごとに機 
能を標準化したちのです。 
音声圧縮変換方式のこと 
^SubbandCodec の略 

本機は Fraunhofer IIS および 
Thomson の MPEG Layer-3 才一 
ディ オコーディング技術と特許に 
基づ < 許諾製品です。 

"D に ITAL MEDIA PORT"、 
"DMPORT" は様々なポータブル 
オーディオ機器とソニーの AV 商 
品とを接続する規格の名称です。 


本機の仕様およびが観は、改良の 
ため予告なく変更することびあり 
ますび、ご了承ください。 
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お問い合わせ窓□のご案内 

本機についてご不明な点や、技術的なご質問、故障と思われるとさのご相談につ 
いては、下記のお問い合わせ先をご利用ください。 

• ホー ムぺ ージで 調べるには づ> 

ホームシアターカスタマーヴポート 

(http://www.sony.jp/products/ し onsumer/hometheater/suppo け. html) 
または 

AV/HiFi Audio カスタマーサポートへ 

(h 打 p://www.sony.jp/products/ し onsumer/AV-Hi 円/ support/index.html) 
最新サポート情報や、よくあるお問い合わせとその回答をご案内しています。 
- 電話 - FAX でのお問い合わせは 吟 ソニーの相談窓 □ へ(下記電話 • FAX 番号） 

お問い合わせの隙は、次のことをお知らせください。 

-型名：下 DM-BT10 

-製造(シ U アル)番号：本体底面のラベルに記載 
-ご相談内容：でさるだけ詳し< 

-お買い上げ年月日 


よくあるお問い合わせ、解ミ夫方法などはホームページをごま用ください。 

http://www.sony.co.jp/support 


フリーダイヤル 


0120-333-020 


携帯電話. PHS . —部の IP 電話 

. 04巨己-31 -251 1 


フリーダイヤル 

. 01吕 0- 吕吕吕 -330 

携帯電話- PHS ' —部の IP 電話 

. 046白-31-吕已31 

※取扱説日月書’リモコン等の購入ホ目該は 
こちらへお問し冶ねはください。 


I 上記番号へ接続を、最ネリのガイダンスび流れている間に 

[ 301 J + r # j を巧してください。直接.担当窓口へおつなざします 。I 


FAX (巧通）0120 -333-389 

受付時因月一金： 9:00-20:00 ±-曰•ネ兄曰： 9:00-17:00 

ソニー株式会社 〒1 08-0075 東京都港区港南1 -7-1 
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